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○　研究成果

　実験の感度を向上させるため以下の項目に付いて研究開発を行った。

1． ビームライン性能高度化のための開発

(1) 一次陽子ビームモニターの開発
　陽子ビームを正確に制御して標的まで導き、安定な大強度ニュートリノビームを生成するために不可欠な、陽子ビームモニターの開発を行った。陽子ビームの強度、中心位置、プロファイルを測定するビームモニターのプロトタイプを製作し、KEK12GeV-PSの早い取り出しビームを用いて性能試験を行った。位置、強度モニターはモニター自身によるビーム損失を最小に抑えるため非破壊型モニターを開発した。ビーム試験により、ノイズレベル、シグナル波高、波形、ビーム位置に対する感度などを調べた。プロファイルモニターは、厚さ数mのTi薄膜を用いた２次放出電子モニターを試作した。
(2) 超伝導磁石の開発

　陽子ビームラインに用いられるCombined function型超伝導磁石の実機サイズプロトタイプを１台製作し、冷却、通電試験を行った。また実機と同じ設計、同じ製作手順で「実証機」を１台製作した。
(3) 標的の開発

　熱応力計算、冷却設計を進め、材質(グラファイト)、形状、冷却方法(気体Ｈｅ冷却)などを決め、試作を行い、製作可能性を確認した。Ｈｅ循環試験も行った。
(4) 電磁ホーンの開発

　前年度中に磁場形状などの概念設計は終了している。１６年度は、３台のホーンのうち第１ホーンの内部導体、第３ホーンの外部導体の試作を行った。また電流導入部、バスバーなどの技術設計にも着手した。
(5) ターゲットステーションの開発

　遮蔽構造体などの機械設計、冷却設計、標的などの支持機構の詳細設計を進めた。

(6) ビームダンプの開発

　応力計算、冷却計算を進め、基本設計を固めた。上流からグラファイト、銅、鉄、コンクリートの層構造をもつ。冷却方法の候補である「水冷管鋳込みアルミブロック」のモデル機を試作し、冷却試験を行い、熱伝達係数の測定を行った。
2． 検出器の開発

　　ミューオンモニターは、ニュートリノとともにπ中間子の崩壊で生成されるミュー粒子の強度、プロファイルをビームダンプの背後で測定し、ビーム強度、方向などをスピルバイスピルでモニターする。J-PARCではK2K実験に比べ4桁程度高いμ粒子束(~108m/cm2/spill)に晒されるため高い耐放射線性が要求される。耐放射線性の高い検出器として一つの候補であるダイアモンド検出器の開発を行った。K2Kビームラインでのビームテストデータの解析、京大化研ライナックを用いたビームテストの準備などを進めた。

　　J-PARC敷地内にはニュートリノビームの方向、強度等の安定性をモニターするための軸上(On-axis)検出器と、エネルギースペクトル、ニュートリノの組成(以外の混入率)等を測定するためのOff-axis検出器の2種類のニュートリノ検出器が設置される。それぞれの検出器への要求を整理し、必要な構成、構造の整理、可能な検出器オプションの比較検討を行い、On-axis, Off-axis検出器の基本設計を決定した。Off-axis検出器には、荷電流反応からのμ粒子の運動量を測定するために、CERNのUA1、NOMAD実験で使われた大口径スペクトロメーター磁石を再利用することにした。On-axis検出器は鉄板とシンチレーターを交互に重ねた約１ｍｘ１ｍｘ２ｍの検出器モジュールをグリッド状に配置する設計が第１候補として採用された。１６年度はこのモジュールのプロトタイプを製作し、Ｋ２Ｋの前置検出器ホールに設置し、ニュートリノ反応の観測を試みた。
3． スーパーカミオカンデの解析手法の改良、検証

　　J-PARCニュートリノ実験の重要な目的である電子ニュートリノ出現探索では、主要なバックグランドである中性カレントπ０生成反応を如何に除去するかが鍵となる。このバックグランドを除去する解析アルゴリズムの改良を行った。

